
三
一

山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

廣　
　

川　
　

晶　
　

輝

一　

は
じ
め
に

　

山
上
憶
良
は
『
万
葉
集
』
に
次
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　

令
レ
反
二
或
情
一
歌
一
首
并
序

或
有
レ
人　

知
レ
敬
二
父
母
一
忘
二
於
侍
養
一　

不
レ
顧
二
妻
子
一
軽
二
於
脱
屣
一　

自
稱
二
畏
俗
先
生
一　

意
氣
雖
レ
揚
二
青
雲
之
上
一　

身
體
猶
在
二
塵
俗

之
中
一　

未
レ
驗
二
修
行
得
道
之
聖
一　

盖
是
亡
二
命
山
澤
一
之
民　

所
以
指
二
示
三
綱
一
更
開
二
五
教
一　

遺
レ
之
以
レ
歌
令
レ
反
二
其
或
一　

歌
曰

父
母
を　

見
れ
ば
尊
し　

妻
子
見
れ
ば　

め
ぐ
し
愛
し　

世
間
は　

か
く
ぞ
理　

も
ち
鳥
の　

か
か
ら
は
し
も
よ　

行
く
へ
知
ら
ね
ば　

う
け
沓

を　

脱
き
棄
る
ご
と
く　

踏
み
脱
き
て　

行
く
ち
ふ
人
は　

石
木
よ
り　

生
り
出
し
人
か　

汝
が
名
告
ら
さ
ね　

天
へ
行
か
ば　

汝
が
ま
に
ま
に

地
な
ら
ば　

大
君
い
ま
す　

こ
の
照
ら
す　

日
月
の
下
は　

天
雲
の　

向
伏
す
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ
渡
る
極
み　

聞
こ
し
食
す　

国
の
ま
ほ

ら
ぞ　

か
に
か
く
に　

欲
し
き
ま
に
ま
に　

し
か
に
は
あ
ら
じ
か
（
５
・
八
〇
〇
）

　
　
　

反
歌



三
二

ひ
さ
か
た
の　

天
道
は
遠
し　

な
ほ
な
ほ
に　

家
に
帰
り
て　

業
を
し
ま
さ
に
（
５
・
八
〇
一
）

　

右
の
作
品
は
、
題
詞
に
「
令
レ
反
二
或
情
一
歌
」
と
あ
り
、
序
文
末
尾
に
「
令
レ
反
二
其
或
一
」
と
あ
る
と
お
り
、
あ
る
〈
設
定
〉
さ
れ
た
人
物
を
教

え
諭
す
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
設
定
〉
さ
れ
た
人
物
が
、
序
文
の
「
自
稱
二
畏
俗
先
生
一
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の

作
歌
方
法
に
つ
い
て
は
、
先
に
公
表
し
た
「
山
上
憶
良
『
令
反
或
情
歌
』
に
つ
い
て
」（『
美
夫
君
志
』
七
五
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
に
お
い
て

詳
述
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
〈
設
定
〉
さ
れ
て
い
る
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て
、
本
文
校
訂
を
中
心
と
し
た
分
析
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

二　

諸
本
の
状
況

　

ま
ず
、
当
該
作
品
の
「
畏
俗
先
生
」
の
「
畏
俗
」
の
部
分
の
校
異
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
当
該
の
序
文
を
有
す
る
主
な
諸
本
は
、『
校

本
万
葉
集
』
に
拠
れ
ば
、
左
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

〔
次
点
本
〕
紀
州
本
、
細
井
本
、
廣
瀬
本

〔
仙
覚
新
点
本
〕

　
﹇
寛
元
本
系
統
﹈
神
宮
文
庫
本

　
﹇
文
永
本
系
統
﹈
西
本
願
寺
本
、
陽
明
文
庫
本
、
温
故
堂
本
、
近
衛
本
、
大
矢
本
、
京
都
大
学
本

〔
活
字
本
・
版
本
〕
活
字
無
訓
本
、
活
字
附
訓
本
、
寛
永
版
本

こ
れ
ら
の
諸
本
の
状
況
を
示
す
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。



三
三

山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

　
　⎰
「
倍
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
＝
紀

　
　⎱
「
畏
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
＝　
　

細
、
廣
‖
宮
｜
西
、
陽
、
温
、
近
、
矢
、
京
｜
無
、
附
、
寛

な
お
、
次
点
本
の
う
ち
の
紀
州
本
と
廣
瀬
本
、
仙
覚
新
点
本
の
う
ち
の
西
本
願
寺
本
の
該
当
部
分
を
掲
げ
て
お
く（
１
）。

　
　
　

紀
州
本　

　
　

廣
瀬
本　

　
　

西
本
願
寺
本　

 

右
に
見
る
よ
う
に
、「
倍
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
点
本
の
紀
州
本
の
一
本
の
み
で
あ
る
。
一
方
、「
畏
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
次
点
本
で
は
、

細
井
本
と
廣
瀬
本
、
そ
し
て
仙
覚
寛
元
本
系
統
の
神
宮
文
庫
本
、
仙
覚
文
永
本
系
統
の
西
本
願
寺
本
以
下
の
諸
本
と
な
っ
て
い
る
。
廣
瀬
本
の
写
真

に
載
っ
て
い
る
書
き
込
み
「
異
カ
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
別
筆
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

三　

注
釈
書
お
よ
び
現
行
テ
キ
ス
ト

　

次
に
、
諸
注
釈
書
の
当
該
箇
所
の
本
文
の
処
置
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

〔
注
釈
書
名
〕 

〔
採
用
本
文
〕〔
※
備
考
〕

『
万
葉
拾
穂
抄
』 

「
離
」

『
万
葉
代
匠
記
』　
（
初
稿
本
） 

「
異
」

『
万
葉
代
匠
記
』　
（
精
撰
本
） 

「
畏
・
異
」

『
万
葉
童
蒙
抄
』 

「
畏
」



三
四

『
万
葉
考
』 

「
異
」

『
万
葉
集
略
解
』 

「
畏
」

『
楢
の
杣
』 

「
畏
」　
（
釈
の
中
で
「
異
」
）

『
金
砂
』 

「
畏
」

『
万
葉
集
攷
証
』 

「
畏
」

『
万
葉
集
古
義
』 

「
異
」

『
万
葉
集
新
考
』　
（
井
上
通
泰
氏
） 

「
畏
」

『
口
訳
万
葉
集
』 

「
畏
」

『
万
葉
集
全
釈
』 

「
異
」

『
万
葉
集
総
釈
』　
（
森
本
治
吉
氏
担
当
） 

「
異
」

『
万
葉
集
新
解
』　
（
武
田
祐
吉
氏
） 
「
倍
」　
※
一
九
三
九
年
九
月
。
確
認
は
一
九
四
二
年
二
月
の
第
十
一
版
に
拠
る
。

『
万
葉
集
評
釈
』　
（
金
子
元
臣
氏
） 

「
異
」　
※
一
九
四
〇
年
一
一
月

『
万
葉
集
全
註
釈
』　
（
武
田
祐
吉
氏
） 

「
倍
」　
※
一
九
四
九
年
七
月
。
増
訂
版
（
一
九
五
七
年
六
月
）
も
同
様
。

『
評
釈
万
葉
集
』　
（
佐
佐
木
信
綱
氏
） 

「
倍
」　
※
一
九
四
九
年
一
一
月

『
万
葉
集
評
釈
』　
（
窪
田
空
穂
氏
） 

「
異
」　
※
一
九
五
〇
年
七
月

日
本
古
典
全
書
版
『
万
葉
集
』 

「
異
」　
※
一
九
五
〇
年
八
月
。
確
認
は
一
九
六
六
年
三
月
の
第
七
版
に
拠
る
。

『
万
葉
集
私
注
』 

「
異
」　
（「
倍
」
も
重
視
）
※
一
九
五
〇
年
十
月
。
新
訂
版
（
一
九
七
六
年
七
月
）
も
同
様
。

日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』 

「
倍
」　
（「
異
」「
で
も
と
け
る
」
と
す
る
）

『
万
葉
集
注
釈
』 

「
倍
」

『
窪
田
空
穂
全
集
』　
（
窪
田
空
穂
氏
） 

「
倍
」　
※
一
九
六
六
年
六
月



三
五

山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
万
葉
集
』 

「
倍
」

新
潮
日
本
古
典
集
成
版
『
万
葉
集
』 

「
倍
」

『
万
葉
集
全
注
』　
（
井
村
哲
夫
氏
担
当
） 

「
畏
」

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
万
葉
集
』 

「
倍
」

『
万
葉
集
釈
注
』 

「
倍
」

新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』 

「
異
」

和
歌
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』 

「
異
」

『
万
葉
集
全
歌
講
義
』 

「
倍
」

　
『
万
葉
拾
穂
抄
』
の
「
離
」
は
、
よ
く
あ
る
北
村
季
吟
独
自
の
処
置
で
あ
る
。
先
に
見
た
ど
の
諸
本
に
も
無
い
字
で
あ
り
、
無
視
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。『
万
葉
代
匠
記
』
以
下
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
本
文
決
定
の
歴
史
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
『
代
匠
記
』（
初
稿
本
）
が
「
異
」
と
し
て
以
来
、『
万
葉
考
』『
万
葉
集
古
義
』『
万
葉
集
全
釈
』『
万
葉
集
総
釈
』
な
ど
が
従
っ
て
い
る
。
次
に
は
、

『
代
匠
記
』（
精
撰
本
）
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

自
称
畏
俗
先
生
。
畏
俗
怖
二
畏ス

ル
汙
俗ヲ
一
之
義カ

耶
。
今
按
、
畏ハ

疑ラ
ク
ハ
異ノ

魯
魚カ

耶
。
荘
子ニ

云
。
刻
意
尚
行
、
離
世
異
俗
、
高
論
怨
誹
、
為
亢
而
已
矣
。

此
山
谷
之
士
、
非
世
之
人
、
枯
槁
赴
淵
者
之
所
好
也
。
又
云
天
下ハ

大
器ナ

リ
也
。
而
不
二
以
易ヘ
一
レ
生ニ
。
此レ

有
道ノ

者ノ

、
所
三―

以ノ

異ナ
ル

二
乎
俗ニ
一
者
也

こ
の
よ
う
に
、
精
撰
本
で
は
、
初
稿
本
と
違
っ
て
、
二
つ
の
方
針
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
ず
、

自
称
畏
俗
先
生
。
畏
俗
怖
二
畏ス

ル
汙
俗ヲ
一
之
義カ

耶
。

つ
ま
り
、「
汚
れ
た
俗
世
間
を
お
そ
れ
る
と
い
う
意
味
か
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

今
按
、
畏ハ

疑ラ
ク
ハ
異ノ

魯
魚カ

耶
。

つ
ま
り
、「
よ
く
似
た
字
体
な
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
の
誤
り
か
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
異
俗
」
の
用
例
と
し
て
、『
荘
子
』（
外



三
六

篇
、
刻
意
）、『
同
』（
雑
篇
、
譲
王
）
を
参
照
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
『
代
匠
記
』（
精
撰
本
）
の
前
半
の
解
釈
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
次
に
挙
げ
る
『
万
葉
集
攷
証
』
で
あ
る
。『
攷
証
』
に
は
、

畏
俗
は
俗
を
お
そ
る
ゝ
よ
し
に
て
、
仮
に
た
は
ぶ
れ
名
づ
け
し
也
。

と
あ
り
、
本
文
と
し
て
は
「
畏
」
を
採
用
す
る
の
だ
が
、

拾
穂
本
、
畏
俗
を
離
俗
に
作
れ
り
。
離
俗
の
字
は
、
淮
南
子

□
篇
に
、
單
豹
倍
レ
世
離
レ
俗
、
巖
居
谷
飲
云
々
と
見
え
た
り
。

と
も
述
べ
て
い
る
。
北
村
季
吟
『
万
葉
拾
穂
抄
』
の
「
離
俗
」
説
に
言
及
す
る
の
だ
が
、
こ
の
指
摘
は
、
岸
本
由
豆
流
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
違

っ
て
、
結
果
と
し
て
『
淮
南
子
』（
人
間
訓
篇
）
の
「
倍
レ
世
離
レ
俗
」
の
用
例
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
後
で
挙
げ
る
「
倍
俗
」

説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
代
匠
記
』（
精
撰
本
）
の
後
半
の
解
釈
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
次
に
挙
げ
る
『
万
葉
集
私
注
』
や
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』

で
あ
る
。

…
…
多
く
の
本
が
畏
俗
と
伝
へ
る
が
意
通
じ
な
い
の
で
、
代
匠
記
の
説
に
従
つ
て
異
俗
と
し
た
。
…
…
（『
私
注
』
）

…
…
「
異
俗
」
の
「
異
」
は
、
諸
本
「
畏
」、
紀
州
本
「
倍
」。「
畏
」
を
「
異
」
の
誤
字
と
見
る
代
匠
記
説
に
従
う
。「
畏
俗
」
は
漢
語
と
し
て

の
用
例
を
他
に
見
な
い
。「
異
俗
」
は
、
荘
子
・
刻
意
に
「
…
…
」
と
あ
る
。（『
新
大
系
』
）

こ
の
よ
う
に
、
ご
く
近
年
の
『
新
大
系
』、
さ
ら
に
同
じ
く
ご
く
近
年
の
和
歌
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』
が
「
異
」
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
『
新

大
系
』で
は
波
線
を
付
け
た
部
分
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「『
畏
俗
』は
漢
語
と
し
て
の
用
例
を
他
に
見
な
い
。」だ
か
ら
、
採
用
し
な
い
。

と
い
う
の
は
、
は
な
は
だ
薄
弱
な
根
拠
と
言
え
よ
う（

２
）。

　

一
覧
表
を
見
る
と
、
武
田
祐
吉
氏
が
『
万
葉
集
新
解
』
に
お
い
て
「
倍
」
を
提
示
し
、
以
後
、
こ
れ
に
従
う
諸
説
が
出
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
『
新
解
』
は
、
掲
出
本
文
で
「
倍
俗
」
と
し
、
そ
の
頭
注
に
、

神
田
本
に
よ
る
。

と
注
記
す
る
。
ま
た
、



三
七

山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

倍
俗
先
生　

も
と
原
文
畏
俗
先
生
と
あ
つ
た
。
俗
を
畏
る
で
は
意
を
成
さ
ぬ
の
で
代
匠
記
等
に
異
俗
先
生
の
誤
で
あ
ら
う
と
云
つ
て
ゐ
る
。
異

俗
は
、
世
間
の
習
俗
と
異
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
今
は
神
田
本
に
倍
俗
先
生
と
あ
る
に
従
つ
て
お
く
。
倍
は
背
く
義
で
、
倍
俗
は
、
世

俗
に
違
背
す
る
義
で
あ
る
、

（
マ
マ
）

 

…
…

と
い
う
よ
う
に
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
神
田
本
」（
＝
紀
州
本
）
一
本
の
「
倍
俗
」
を
重
視
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
処
置
に
『
評
釈
万
葉
集
』（
佐

佐
木
信
綱
氏
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
万
葉
集
』、『
万
葉
集
注
釈
』、『
窪
田
空
穂
全
集
』、
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
万
葉
集
』、
新
潮
日
本
古

典
集
成
版
『
万
葉
集
』、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
万
葉
集
』、『
万
葉
集
釈
注
』、『
万
葉
集
全
歌
講
義
』
が
従
っ
た
。

　

ま
た
、
現
行
の
『
万
葉
集
』
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、
塙
書
房
版
『
万
葉
集
』
が
旧
版
・
補
訂
版
と
も
に
、
底
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
の
「
畏
」
を

「
倍
」
に
校
訂
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
う
ふ
う
社
版
『
万
葉
集
』
も
同
様
の
処
置
を
施
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
紀
州
本
一
本
の
「
倍
」
を
重
視
し
て
、
本
文
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
見
て
お
い
た
諸
本
の
本
文
の

あ
り
か
た
と
し
て
は
、
つ
ま
り
、
低
部
批
判
に
お
い
て
は
、
圧
倒
的
に
「
畏
」
の
字
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
わ
け
で
あ
る
。
も
し
も
、「
畏
」
が
字
義

と
し
て
、
そ
し
て
文
脈
的
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
な
ら
ば
採
用
で
き
な
い
根
拠
と
も
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
は
、
こ
の
「
畏
」
の
把
握
に
努
め
た

い
。

四　
「
畏
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
は
、
次
に
掲
げ
る
井
村
哲
夫
氏
担
当
の
『
万
葉
集
全
注　
巻
第
五
』
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。『
全
注
』
は
、

畏
俗
先
生　

紀
州
本
は
「
倍
俗
」
に
作
る
。
そ
こ
で
俗
世
に
倍そ

む

く
意
の
名
称
と
み
て
、
淮
南
子
の
語
例
「
単ぜ

ん

豹ぺ
う

世
ニ
倍そ

む

キ
俗
ヲ
離
ル
」
を
も
あ

げ
、
紀
州
本
の
文
字
に
従
う
の
が
諸
注
の
大
勢
で
あ
る
。
畏
俗
の
ま
ま
で
攷
証
は「
俗
を
お
そ
る
る
よ
し
に
て
、
仮
に
た
は
ぶ
れ
名
づ
け
し
也
」

と
言
う
。
代
匠
記
は
汚
俗
を
怖
畏
す
る
義
か
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
畏
は
異
の
魯
魚
の
誤
り
か
と
し
、
荘
子
の
「
離
世
異
俗
」
の
語
例
を
あ

げ
て
い
る
。
私
注
は
こ
れ
に
従
い
、
畏
俗
で
は
意
が
通
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
畏
は
悪
（
ニ
ク
ム
）、
忌
（
イ
ム
）
な
ど
の
意
味
の
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文
字
で
あ
る
こ
と
辞
書
類
に
言
い
、
代
匠
記
が
言
う
「
汚
俗
を
怖
畏
す
る
義
」
で
十
分
意
は
通
る
。
つ
ま
り
塵
俗
世
間
に
低
迷
す
る
こ
と
を
怖

れ
る
意
味
で
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、
我
は
悪
を
作な

さ
ず
の
決
心
を
表
明
す
る
命
名
と
な
る
。
紀
州
本
の
文
字
倍
は
さ
か
し
ら
に
改
め
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
指
摘
に
導
か
れ
て
、
辞
書
・
字
書
の
記
述
を
見
て
お
き
た
い
。

　
『
説
文
解
字
注
』（
九
篇
上
、

部
。
上
海
古
籍
出
版
社
版
）
に
は
、

悪
也
。
从

、
虎
省
。
鬼
頭
而
虎
爪
。
可
畏
也
。

と
い
う
よ
う
に
あ
り
、「
悪
也
」
の
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
篆
隷
万
象
名
義
』（
第
五
帖
一
二
〇
オ
）
に
は
、

　

於
貴
反　

懼
ヽ
敬
ヽ
悪
ヽ
罪
ヽ
難
ヽ
威
ヽ
忌
ヽ

と
あ
る
。『
玉
篇
』
の
内
容
も
ま
た
推
し
量
ら
れ
る
。
同
様
の
記
述
を
『
新
撰
字
鏡
』（
天
治
本　

巻
六
、九
ウ
）
に
も
、

畏　

於
貴
反　

敬
也　

懼
也　

刑
也　

忌
也　

悪
罪
也　

難
也　

威
也

と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
類
聚
名
義
抄
』（
観
智
院
本　

仏
中
五
七
オ
）
に
は
、

畏　

カ
シ
コ
マ
ル　

…
…
オ
ソ
ル
…
…
オ
ヅ

の
訓
を
見
出
す
。
つ
ま
り
、『
全
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
攷
証
』
の
、

俗
を
お
そ
る
ゝ
よ
し
に
て
、
仮
に
た
は
ぶ
れ
名
づ
け
し
也
。

と
い
う
指
摘
や
、『
代
匠
記
』（
精
撰
本
）
の
「
汚
俗
を
怖
畏
す
る
義
」
で
十
分
に
意
は
通
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
理
解
に
立
つ
時
、『
万
葉
集
』
中
の
「
畏
」
の
用
例
に
お
い
て
、
山
上
憶
良
自
身
が
、「
沈
痾
自
哀
文
」（
巻
５
）
と
い
う
長
大
な
漢
文

に
お
い
て
、

帛
公
略
説
曰　

伏
思
自
勵
以
二
斯
長
生
一　

園
可
レ
貪
也　

死
可
レ
畏
也
…
…

と
記
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
今
と
な
っ
て
は
不
明
の
『
帛
公
略
説
』
と
い
う
書
物
を
引
用
し
て
の
記

述
で
は
あ
る
が
、
引
用
す
る
文
章
を
織
り
成
し
て
作
り
上
げ
た
の
が
こ
の
「
沈
痾
自
哀
文
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
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山
上
憶
良
「
令
反
或
情
歌
」
の
「
畏
俗
先
生
」
に
つ
い
て

や
は
り
、
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
用
例
で
あ
る（

３
）。

こ
の
「
死
可
レ
畏
也
」
は
、
文
脈
と
し
て
は
「
死
は
オ
ソ
ル
べ
き
も
の
で
あ
る
」「
死
は
ニ
ク

ム
べ
き
も
の
で
あ
る
」「
死
は
忌
み
嫌
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
憶
良
自
身
の
作
品
に
お
け
る
用
例
の
存
在
は
、
先

に
挙
げ
た
古
辞
書
・
古
字
書
に
見
ら
れ
る
「
畏
」
の
字
義
を
憶
良
が
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
し
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
「
畏
」
の
字
義
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
畏
俗
」
は
、
憶
良
の
作
り
出
し
た
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

結
び

　

本
稿
と
し
て
は
、
先
に
見
て
お
い
た
諸
本
の
本
文
の
あ
り
か
た
を
や
は
り
十
分
に
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
低
部
批
判
に
お
い
て

は
、
圧
倒
的
に
「
畏
」
の
字
が
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
高
部
批
判
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
畏
」
が
十
分
耐
え
ら
れ
る
字
義
を
持
つ
字
で

あ
る
こ
と
を
、『
全
注
』
の
指
摘
に
導
か
れ
な
が
ら
確
認
し
た
。
本
稿
と
し
て
も
「
畏
」
を
採
用
す
べ
き
と
考
え
、
当
該
箇
所
の
本
文
を
「
畏
俗
」

と
定
め
る
こ
と
と
し
、
こ
の
小
考
を
結
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
冒
頭
「
は
じ
め
に
」
に
も
述
べ
た
と
お
り
、「
山
上
憶
良
『
令
反
或
情
歌
』
に

つ
い
て
」（『
美
夫
君
志
』
七
五
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
を
す
で
に
公
表
し
、
こ
の
作
品
の
構
成
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
御
併
読
を
願
う
次

第
で
あ
る
。

注（
１
） 

紀
州
本
の
写
真
は
財
団
法
人
後
藤
安
報
恩
会
発
行
の
複
製（
一
九
四
一
年
八
月
）に
拠
る
。
廣
瀬
本
の
写
真
は『
校
本
万
葉
集　

別
冊
一　

廣
瀬
本
万
葉
集
一
』

（
一
九
九
四
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
西
本
願
寺
本
の
写
真
は
竹
柏
会
発
行
の
複
製
（
一
九
三
三
年
四
月
）
に
拠
る
。

（
２
） 

『
新
大
系
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
畏
俗
」
の
用
例
を
、
漢
籍
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
周
易
』『
尚
書
』『
毛
詩
』『
周
礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』『
春

秋
左
伝
』『
春
秋
公
羊
伝
』『
春
秋
穀
梁
伝
』『
論
語
』『
孝
経
』『
爾
雅
』『
孟
子
』
の
「
十
三
経
」
に
無
い
ば
か
り
か
、『
周
易
正
義
』『
尚
書
正
義
』『
毛
詩
正
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義
』『
周
礼
注
疏
』『
儀
礼
注
疏
』『
礼
記
正
義
』『
春
秋
左
伝
正
義
』『
春
秋
公
羊
伝
注
疏
』『
春
秋
穀
梁
伝
注
疏
』『
論
語
注
疏
』『
孝
経
注
疏
』『
爾
雅
注
疏
』『
孟

子
注
疏
』
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、『
文
選
』『
芸
文
類
聚
』『
初
学
記
』『
北
堂
書
鈔
』『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』

『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』『
全
唐
詩
』『
全
唐
文
』
に
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、「
二
十
五
史
」
に
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
畏
俗
」

ば
か
り
で
は
な
く
「
畏
」
＋
「
俗
」
の
形
で
も
調
べ
た
が
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
漢
籍
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
、
こ
の「
畏
俗
」を
本
文
と
し
て
採
用
し
な
い
の
は
、
根
拠
薄
弱
に
過
ぎ
な
い
処
置
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
後
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
憶
良
が「
畏
」

の
字
義
の
把
握
に
基
づ
い
て
「
畏
俗
」
と
い
う
語
を
作
っ
た
と
い
う
要
素
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
３
） 

こ
の
巻
五
の「
沈
痾
自
哀
文
」を
持
つ
諸
本
は
、『
校
本
万
葉
集
』に
拠
れ
ば
、
紀
州
本
、
細
井
本
、
廣
瀬
本
、
神
宮
文
庫
本
、
西
本
願
寺
本
、
陽
明
文
庫
本
、

温
故
堂
本
、
近
衛
本
、
大
矢
本
、
京
都
大
学
本
、
活
字
無
訓
本
、
活
字
附
訓
本
、
寛
永
版
本
で
あ
る
が
、
す
べ
て「
畏
」と
な
っ
て
お
り
、
校
異
事
項
は
無
い
。


